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論 文 の 内 容 の 要 旨
　インターネットとウェブの拡大により，今日大量のデータが利用可能となっている。しかし，それら情報
を有効活用することは容易ではない。ウェブ等に存在する大量の文書中の情報を活用する上では，次のよう
な課題が存在する。1）情報源が膨大であるため，有用な情報源がどれであるかを特定するための技術が必
要である。2）大量の文書データから価値ある知識を抽出し活用するためには，大量の文書データから同じ
種類の情報を統一的に構造化する技術が重要である。3）ユーザが持つ情報利用の目的や興味を反映した情
報源の選定や情報抽出が必要である。
　本論文では，上記のような問題を背景に，「ユーザの目的や興味に合致する情報の獲得」という視点から，
ウェブと文書データべースからの有用な情報源発見手法ならびに文書からのレコード抽出手法について研究
している。前者の有用な情報源の発見に関しては，二つのサブテーマを扱っている。一つはユーザが興味を
持つ地域に関する空間情報ハブと呼ぶウェブページの発見手法である。もう一つは，ユーザが保有するデー
タベース中のデータをもとに関連するウェブページを探索することを支援するための，ウェブページの収集
とランク付けを行う LocalRank手法の開発である。また，後者に関しては，ユーザが興味をもつ特定のトピッ
クに関するレコードを文書データより入手することを支援するため，トピックを考慮した効率的なレコード
抽出技術を開発している。空間情報ハブの発見と LocalRank手法は，通常のウェブ空間と地理的情報やデー
タべース情報等の異なる情報源を統合してリンク解析を行う点に特徴がある。トピックを考慮したレコード
の抽出については，ユーザの興味と合致する情報の獲得に着目する点が，既存の情報抽出手法と異なり，ト
ピック主導型の抽出手法と位置づけられる。これらの提案手法について詳述すると共に，実験によりその有
効性を検証している。
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，「ユーザの目的や興味に合致する情報の獲得」という視点から，ウェブと文書データべースか
らの有用な情報源発見ならびに文書からのレコード抽出について，新たな手法を提案し，その有効性を実験
を通して検証した研究であり，情報工学上の貢献が大きい。今後，より実際的な環境において，提案手法の
活用や改良等が進められることが期待される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
